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湯前議会議長  山下 力 様 
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 議員として参加（出席）した研修（会議）の内容（結果）は、 

次のとおりでありました。 
 

期 間  平成２９年 ５月１１日（木） 

場 所  宮崎県椎葉村議会、西米良議会 

目 的  議会改革調査特別委員会 先進地視察研修 
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容 

 

◆研修目標 

◎議会改革調査特別委員会（以降、委員会）の検討項目「本会議の映像配信」「議会基

本条例の制定」の調査。 

◎委員会の検討項目「議会だより」「近隣議会の透明化」「委員会構成」「議員擁立の

手立て」の情報収集。 

※新庁舎建設は委員会の検討項目ではないが、老朽化（45年以上経過）した本町庁舎の

課題として調査。 

 

１．椎葉村（人口2,670人 世帯数1,088世帯） 

1.1 議会テレビ生中継 

・H22年4月に光ファイバーネットワーク「かて～りネット」開通。 

（事業費11億1,640万1千円） 

 全世帯（1,264世帯（H22.4.1））に、インターネット接続や地上デジタル放送再送信

等を整備。 

・テレビ自主放送（11ch）で、行政情報・防災情報・交通情報などを提供。 

議会生中継と切り替えて利用。 

・初期費用は録画機材込で約3,000万円（議会中継システムだけで約2,000万円）。 

維持管理費はゼロ。 



・住民が議場に足を運ばなくても、自宅で議会傍聴ができる。 

・議会生中継が見られなくても、一般的なテレビ放送と同様に録画できる。 

・テロップ（画面に表示する文字）は出ない。 

・インターネット基本使用料は月額3,500円（379世帯）。 ※加入率 約35% 

・IP告知放送端末の更新に向け、タブレット型などH27年度で検討する。 

 

1.2 新庁舎建設 

・H23年3月着工、H24年4月完成。 

・住民に親しまれ、身近で利用しやすい開放的な環境に配慮。 

・村産材をふんだんに使用。 

・高齢者や障がいのある方にも優しく、温もりのある空間づくり。 

・太陽光発電システムを設置し、庁舎内の電力に使用するなど環境負荷が少ない。 

・自然災害等の非常時に備え、防災対策機能を充実。 

・建築面積 約1,600㎡（鉄骨造3階建て）。 

・設計監理等委託費 約4,300万円、建築工事費 約7億7,000万円、太陽光設備工事費

 約7,300万円。 

 

２．西米良村（人口1,201人 601世帯） 

2.1 新庁舎建設 

・新庁舎は現在の場所に建設（建設中は仮庁舎に移転）。 

・庁舎規模は、現庁舎と同等（約1,600㎡）。 

・予算6億5,000万円、移転費8,777万円。 

・庁舎建て替え基金8億円。 

・設計委託は7社によるプロポーザル。 

・新庁舎建設検討委員会（職員、議員、専門家、住民代表 等）、新庁舎プロジェクト

チーム（プラン案策定）を中心に建設案を検討。 

・村民アンケートを実施し、住民意見を収集。 

・H30年1月着工、H31年2月完成予定。 

 

2.2 議会基本条例 

・議会基本条例は、「住民に開かれた議会」を実現するための行動指針。 

・西米良議会の場合、複数自治体の議会基本条例から実現可能な部分を選択し制定。 

 

2.3 その他 

・インターネット使用料は月額3,500円（160～170世帯）。 ※加入率 約28% 

 

 



◆所感 

本町議会として初めての両村議会の視察研修。 

本委員会の研修目的・個人目標を達成するため、積極的に質問した。 

今後、調査内容を委員会の調査研究に活かし、自らも提案していく。 

 

◎本会議の映像配信 

椎葉村方式（テレビ放送）と、多くの自治体が取り組むインターネット放送方式の比

較検討が必要。 

 ONU工事、維持管理、議会放送の需要などを総合的に判断し、検討資料を6月の委員会

に提案したい。 

◎庁舎建設 

建て替え・改修の方向性について、詳細検討が必要であることを改めて認識した。 

◎議会基本条例 

「住民に開かれた議会」「議会・議員の資質向上」を目指すための行動指針として、

本町でも制定したほうがよい。 

形骸化することなくPDCAによる継続した取り組みが必要。 

◎近隣議会の透明化 

西米良村では、議会情報をインターネット上で公開していないが、今後検討していく

とのこと。本町では「いつでも・どこでも・誰でも」閲覧できるよう、公開内容を検

討していきたい。 

◎議会だより 

両村とも本町より多いページ数。（椎葉村8頁、西米良村18頁） 

 本町は議会だより調査特別委員会で、今期2頁から4頁に増やした。 

品質を高めながら少しずつ内容を充実していきたい。 

◎委員会構成 

 両町村とも2つの常任委員会。※本町議会は議員10人で3つ。 

 議員10人前後の多くの自治体が2つの常任委員会制。今後の検討課題。 

◎議員擁立の手立て 

 西米良議会では、議員報酬を下げた後に引き上げた。それでも宮崎県では下から5番

目。2期連続の無投票や若手議員の確保に対応したもの。今後の検討課題。 

◎豆知識 

・椎葉村人口2,670人の約半数が「椎葉」姓。議員10人中5人が「椎葉」姓。 

・椎葉村の面積は約537㎢（全国村で5位）。 

全国には椎葉村の面積を超える市区町村が多くある。 

日本最大の自治体面積は、岐阜県高山市の約2,177㎢で、東京都とほぼ同じ。 

 

 


